 eq \o\ad(契約書,　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　年　　月　　日土佐清水市（以下「甲」という。）と　　　（以下「乙」という。）との間に次のとおり契約した。
第１条　甲は，乙に対し，以下の条項の約定により金　　円也を貸し付け，乙はこれを受領して借用した。
(１)　使途
(２)　利率　　年　　　　分
(３)　償還方法　　元利均等償還により　　　　年　　月　　日を初回とし，じ後　　　　年　　月　　日まで毎月末金　　　　円ずつ計　　　　回に分割して償還する。ただし，第１回の償還金は　　　　円とする。
第２条　乙は，次の各号の一に該当すると甲が認めて期限前償還の請求をしたときは，直ちに債務の全部又は一部を償還しなければならない。
(１)　乙がこの借入金をこの契約書に記載した使途以外に使用したとき，又は借入後90日過ぎても第１条に定める使途に着手しないとき。
(２)　乙がこの借入金の償還を怠つたとき。
(３)　乙が甲に対して虚偽の申請その他不正の手段によりこの借入金の貸付けを受けたとき。
(４)　乙がこの借入金により取得し，又は効用の増加した財産を甲の承認を受けて処分したことにより収入があつたとき。
(５)　乙が正当な理由がなく土佐清水市住宅新築資金等貸付条例及びこの契約に基づく貸付条件に違反したとき。
第３条　乙は，第１条の約定にかかわらず，甲の承諾を得て期限前にこの借入金の一部又は全部を繰上償還することができる。
第４条　乙は，第１条に定める住宅新築工事等についてその内容，仕様書等を変更する場合は，すみやかに甲にその旨を報告し，必要に応じて契約変更の手続をとらなければならない。
第５条　乙は，住宅新築工事等が完了したときは，すみやかに工事完了届を甲に提出しなければならない。
第６条　乙は，次の各号の一に該当する場合において借入金の全部又は一部の償還の猶予又は免除の願出をすることができる。この場合において，甲は願出が相当と認められるときは，これを承認することがある。
(１)　災害その他特別の事情により，定められた償還期限までに，借入金を償還することが著しく困難になつたと認められるとき。
(２)　災害その他乙の責に帰することができない理由により，借入金に係る住宅が滅失したとき，又は取得及び造成した土地が流失，損壊したとき。
第７条　乙は，定められた償還期限までに借入金を償還せず，又は第２条第２号若しくは第４号に該当することを理由として第２条の規定による請求を受けた金額を支払わなかつたときは，定められた償還期限の翌日から支払の日までの日数に応じ，その延滞した額100円につき１日３銭の割合で計算した違約金を甲に支払うものとする。ただし，第６条第１号に該当すると認められるときは，この限りでない。
２　乙は，第２条第１号，第３号又は第５号に該当することを理由として第２条の規定による請求の金額を支払うときは，この借入金の借入れの日から支払い日までの日数に応じ借入金の金額100円につき１日３銭の割合で計算した違約金を甲に支払うものとする。
第８条　乙は，この借入金により取得し，又は効用の増加した財産を，甲の承認を受けないで，償還の完了までは借入金の目的に反して使用し，譲渡し，交換し，貸与し又は担保に供してはならない。
第９条　保証人は，この契約から生ずる一切の債務について，甲が乙に対し債務履行を請求した後において，この債務不履行分に対して責を負うものとする。
２　甲は，保証人の変更に関し，乙から請求があり，適当と認めるときは，これを変更するものとする。
第10条　乙は，この借入金債務の担保として，別に締結する抵当権設定契約により甲の指定する資産の上に抵当権を設定し，その登記簿謄本を甲に提出する。ただし，甲が特に認めるもの及び住宅改修資金については免除することができる。
年　　月　　日
当事者　甲　土佐清水市
代表者　土佐清水市長
㊞
当事者　乙　住所
氏名　　　　　　　　㊞
連帯保証人　　　住所
氏名　　　　　　　　㊞
